
■
市
へ
の
寄
付

▽
12
月
11
日
Œ
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
、
同
工
房
で
。
ゴ
ム
手
袋

（
１
組
）
持
参
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
で
。
自
宅
に
食
用
廃
油
が
あ

る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
無
い

方
も
ど
う
ぞ
）。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

松
ぼ
っ
く
り
や
ク
ル
ミ
・
ど
ん

ぐ
り
な
ど
の
木
の
実
を
使
っ
て
、

簡
単
な
工
作
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▽
12
月
25
日
Œ
ま
で
の
開
館
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
に
随
時
開

催
。

◆
ど
ん
ぐ
り
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

持

ち
物
は
fl
ど
ん
ぐ
り
２
個
、
‡
ひ

も
ま
た
は
毛
糸
（
長
さ
50
㌢
く
ら

い
）、
·
瞬
間
接
着
剤
。

◆
木
の
実
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
リ

U
ス

持
ち
物
は
fl
木
の
実
（
松

ぼ
っ
く
り
、
ど
ん
ぐ
り
な
ど
）
、

‡
20
番
の
ワ
イ
ヤ
U
ま
た
は
細
い

針
金
１
〜
２
本
、
·
瞬
間
接
着
剤
。

◆
松
ぼ
っ
く
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
選
ん
だ
家

具
な
ど
を
抽
選
に
よ
り
低
価
格
で

提
供
し
ま
す
。

▽
展
示
・
受
付
は
12
月
14
日
—
〜

21
日
—
、官
製
は
が
き
を
持
参
し
、

同
工
房
へ
申
し
込
む
。
抽
選
会
は

12
月
22
日
À
午
前
11
時
か
ら
同
工

房
で
。

※
当
選
者
は
抽
選
日
の
翌
日
曜

日
ま
で
に
所
定
の
手
続
き
を
済
ま

せ
、
当
選
品
を
持
ち
帰
る
こ
と
。

∞
同
工
房
（
水
・
木
・
土
・
日

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
開

館
）
ò
34
―
３
１
９
６
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●電話予約
芸術文化センター
ò47―5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
※発売日初日は電話での予約のみ

で窓口販売は行いません。
●販売時間・休館日
10：00～19：00 月曜日休館
●プレイガイド
チケットぴあò03－5237－9999

財団主催の全公演のチケットが１
割引（割引は２枚まで）で購入でき、
優先予約日があるので、よりよい席
でお楽しみいただけます。また、発
売日より前に情報誌を送りますの
で、公演情報を漏れなく知ることが
できます。年会費は2,000円です。
くわしくは芸術文化センターò47―
5122へ。

12月14日—17:00開演
全席指定／
会員＝3,600 一般=4,000
高校生以上の学生＝3,000
５歳以上中学生以下＝2,000
※５・６歳の子どもと同伴の方

は、１階後方の家族席のチケットを
お求めください。
※４歳以下の子どもの入場はご遠

慮願います。
出演／リチャード・ストルツマン
（クラリネット）、ルーシー・ストル
ツマン（ヴァイオリン）、ピータ
ー・ジョン・ストルツマン（ピアノ）
曲目／ガーシュイン『アイ・ガッ
ト・リズム』ディズニー映画「ピノ
キオ」より『星に願いを』、「ライオ
ン・キング」より『愛を感じて』
『ホワイト・クリスマス』ほか
グラミー賞を２回受賞しているク

ラリネット奏者リチャード・ストル
ツマンが一家で来日。今回はトリオ
でクリスマス・ソング、ディズニー
映画やミュージカル・ナンバーな

ど、アメリカのクリスマスムードた
っぷりのプログラムが並んでいま
す。ストルツマン家の心あたたまる
音楽の贈り物をご家族、お友達と一
緒にお楽しみください。

２月14日–19：15開演
全席指定／
会員＝3,000 一般＝3,500
65歳以上＝3,000 学生＝1,800
共演／揚原祥子（ピアノ）
曲目／赤とんぼ、ゴンドラの唄、椰
子の実、南天の花　ほか
オペラ界で活躍中のテノール歌手

五郎部俊朗は、日
本歌曲を歌い継ぐ
活動も行っていま
す。今回は滝廉太
郎、山田耕筰など
名曲の数々をお贈
りします。子ども
から大人まで誰も
が口ずさんだこと
のある、日本の叙
情歌の美しさを心
ゆくまでお楽しみ
ください。

３月15日—18:30開演（ＴＭＰ出演
は19:00）
全席指定／会員＝2,700
一般＝3,000 学生＝1,500
出演／沼尻竜典（指揮）、丸山泰雄
（チェロ）、澤村康恵（クラリネット）、
トウキョウ・モーツァルトプレーヤ
ーズ（ＴＭＰ、管弦楽）
曲目／ハイドン：チェロ協奏曲 ニ
長調　モーツァルト：クラリネット
協奏曲 イ長調、交響曲第40番 ト短
調
モーツァルトのz悲しみの交響

曲{として有名な第40番ト短調に、
同じくモーツァ
ルトの最高傑作
のひとつ、クラ
リネット協奏曲
イ長調をＴＭＰ
首席奏者の澤村
康恵のソロで、
そしてもう１曲
はハイドンのチ
ェロ協奏曲ニ長
調を、同じく首
席の丸山泰雄の

ソロでお贈りします。また、今回も
沼尻がアドバイザーを務め、ＴＭＰ
の首席奏者がトレーナーを務める
「みたかジュニア・オーケストラ」
によるプレ・コンサートを行いま
す。本公演のチケットをお持ちの方
がご入場いただけます。

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

チケットのお求め方法

芸術文化センター風のホール

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

●五
ご

郎
ろ う

部
べ

俊
と し

朗
ろ う

赤とんぼ～心のふるさとを歌う～

●リチャード・ストルツマンの
ホワイト・クリスマス

●沼尻竜典＆トウキョウ・
モーツァルトプレーヤーズ　29
「2003 名曲コンサート」

◆
科
目

fl
Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試

験
受
験
対
策
、
‡
実
務
で
使
え
る

表
計
算
（
エ
ク
セ
ル
）
、
·
管
理

栄
養
士
受
験
対
策

▼
12
月
10
日
Õ
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

「
〒
180
―
０
０
２
２
武
蔵
野
市
境

５
―
27
―
19
都
立
武
蔵
野
技
術
専

門
校
人
材
開
発
セ
ン
タ
U
」
へ
申

し
込
む
。
日
程
な
ど
、
く
わ
し
く

は
同
校
ò
53
―
９
７
７
１
・
¿
53

―
７
０
５
９
へ
。

今
年
６
月
の
新
聞
に
「
温
暖
化

に
沈
む
島
『
ツ
バ
ル
』」
と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
南
太
平

洋
の
島
国「
ツ
バ
ル
」が
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
海
に
沈
ん

で
し
ま
う
と
い
う
内
容
で
し
た
。

「
地
球
温
暖
化
」
は
ど
の
よ
う

に
し
て
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

現
在
、
地
球
の
平
均
温
度
は

15
℃
前
後
で
す
が
、
こ
れ
は
水
蒸

気
、二
酸
化
炭
素
、メ
タ
ン
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
が
、
地
表
か
ら
放

出
さ
れ
る
熱
を
吸
収
し
大
気
を
暖

め
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
産

業
活
動
の
活
発
化
に
よ
り
、
こ
う

し
た
ガ
ス
の
大
気
中
の
濃
度
が
高

ま
り
熱
の
吸
収
が
増
え
た
結
果
、

気
温
が
上
昇
し
始
め
た
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が
進
む

と
２
１
０
０
年
に
は
、
気
温
が
１

９
９
０
年
か
ら
さ
ら
に
1.4
〜
5.8

℃
、
氷
河
が
融
け
る
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
海
面
が
９
〜
88
B
上
昇
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
気
候
が
変
化
し
た
後
、
い
ろ

い
ろ
な
変
化
が
数
年
、
数
十
年
と

遅
れ
て
起
こ
り
ま
す
。
今
、
地
球

温
暖
化
防
止
の
対
策
を
し
な
い
と

い
ず
れ
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
日
本
で
は
次
の
よ
う
な
地
球
温

暖
化
の
影
響
が
予
測
さ
れ
ま
す

・
深
刻
な
食
糧
難
に
陥
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

・
都
市
部
が
水
没
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

・
異
常
気
象
が
多
発
し
ま
す
（
全

国
の
年
平
均
降
水
量
は
、
過
去
100

年
間
減
少
傾
向
）

●
私
た
ち
は
何
を
し
た
ら
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？

fl
エ
コ
ラ
イ
フ（
省
エ
ネ
ル
ギ
U
）

二
酸
化
炭
素
の
発
生
量
は
み
な

さ
ん
の
日
常
生
活
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
。一
番
に
電
気
、次
に
自
動

車
、暖
房
、給
湯
の
順
に
影
響
し
ま

す
。
身
の
回
り
の
小
さ
な
こ
と
か

ら
省
エ
ネ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
白
熱
球
か
ら
電
球
型
蛍
光
灯
に

付
け
替
え
る
。

・
冬
場
は
、
冷
蔵
庫
の
冷
蔵
強
度

を
弱
く
す
る
。

・
電
気
カ
U
ペ
ッ
ト
は
広
さ
に
合

わ
せ
て
無
駄
の
な
い
も
の
を
使

う
。

‡
エ
コ
ラ
イ
フ
（
消
費
）

も
の
を
買
う
と
き
に
は
必
ず
、

必
要
か
ど
う
か
を
考
え
、
購
入
す

る
と
き
は
で
き
る
だ
け
環
境
に
や

さ
し
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

・
買
い
物
袋
を
持
っ
て
い
く
。

・
包
装
の
少
な
い
も
の
を
選
ぶ
。

・
エ
ネ
ル
ギ
U
効
率
の
良
い
家
電

製
品
を
選
ぶ
。

・
旬
の
野
菜
を
食
べ
る
。

·
エ
コ
ラ
イ
フ
（
自
動
車
）

自
動
車
の
利
用
も
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
増
加
さ
せ
ま
す
。

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
や

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
心
が
け
る
。

・
公
共
交
通
機
関
を
使
う
。

・
近
い
と
こ
ろ
へ
は
自
転
車
を
使

用
す
る
。

市
が
平
成
13
年
度
に
策
定
し
た

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

で
は
、
市
の
全
て
の
事
務
事
業
か

ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
を

平
成
14
年
度
か
ら
18
年
度
の
５
年

間
で
16
・
７
％
削
減
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
経
済
発
展
と
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
の
両
立
し
た
社

会
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

も
自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

抑
制
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２

４

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

ミ
ヨ

リ
　
サ
　
イ
　
ク
　
ル

リ
U

持
ち
物
は
fl
松
ぼ
っ
く

り
、
‡
好
き
な
色
の
ビ
U
ズ
、
·

瞬
間
接
着
剤
。

▼
い
ず
れ
も
当
日
、直
接
会
場
へ
。

■
12
月
の
掘
り
出
し
物
市

■「
木
の
実
を
使
っ
た

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

■
講
習
会

「
食
用
廃
油
か
ら

石
け
ん
作
り
」

武
蔵
野
技
術
専
門
校

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

講
習
12
月
受
付
分

解
雇
・
不
払
い
・
パ
U
ト
・
派

遣
・
労
働
契
約
な
ど
、
労
働
者
・

経
営
者
の
質
問
に
適
切
に
お
答
え

し
ま
す
。

▽
12
月
４
日
Œ
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
、
市
役
所
２
階
市
民
相
談
室

で
。
相
談
員
は
、
東
京
都
国
分
寺

労
政
事
務
所
専
門
相
談
員
。

※
毎
月
第
１
水
曜
日
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

楽
し
く
オ
シ
ャ
レ
に

楽
チ
ン
家
事
生
活

労
働
相
談

参
加
企
業
20
社
（
予
定
）
の
人

事
担
当
者
と
そ
の
場
で
面
接
で
き

ま
す
。
仕
事
を
お
探
し
の
方
は
ぜ

ひ
ど
う
ぞ
。

◆
就
職
面
接
会
　
12
月
４
日
Œ
午

後
１
時
〜
４
時
、
三
鷹
産
業
プ
ラ

ザ
７
階
で
。
複
数
の
履
歴
書
と
筆

記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
年
末
労
働
・
就
業
相
談
会
　
12

月
５
日
œ
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
、市
役
所
２
階
市
民
サ
ロ
ン
で
。

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５
４

４
・
三
鷹
公
共
職
業
安
定
所
ò
47

―
８
６
０
９
・
東
京
都
国
分
寺
労

政
事
務
所
ò
47
―
８
２
３
１

◆
文
化
祭
賞

終
り
な
き
学
び
の
道
や
天
の
川牧

　
　
文
子

◆
特
選

木
の
実
降
る
万
助
橋
の
停
留
所久

ヶ
谷
幸
子

天
高
く
地
を
這
う
よ
う
に
生
き
て
き
た
　

高
見
　
　
勝

霊
園
に
携
帯
の
鳴
る
秋
彼
岸

田
中
　
淑
子

◆
佳
作

わ
が
夢
を
追
い
か
け
て
ゆ
く
大
花
野
　

第
49
回
市
民
文
化
祭

俳
句
会
の
秀
句

◆
募
集
職
種

一
般
事
務

◆
勤
務
期
間

fl
平
成
15
年
１
月

20
日
〜
３
月
14
日
、
‡
２
月
１
日

〜
３
月
31
日
、
·
２
月
12
日
〜
３

月
31
日
、
‚
２
月
28
日
〜
３
月
31

日
。※

·
に
つ
い
て
は
、
４
月
11
日

ま
で
延
長
の
可
能
性
あ
り
。

◆
募
集
人
数

fl
６
人
、
‡
１
人
、

·
４
人
、
‚
３
人

◆
勤
務
地

fl
〜
·
三
鷹
市
役

所
、
‚
武
蔵
野
税
務
署
（
２
月
28

日
の
み
三
鷹
市
役
所
）

◆
業
務
内
容

fl
〜
·
郵
便
収

受
・
開
封
・
資
料
点
検
お
よ
び
整

理
、
‚
確
定
申
告
書
整
理
事
務

◆
賃
金

時
給
880
円
（
市
規
程
に

よ
り
交
通
費
別
途
支
給
）

◆
支
払
時
期

月
末
締
め
翌
月
15

日
支
給

◆
勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
（
実
働
６
時
間
30
分
）

◆
休
日

土
・
日
曜
日
、
祝
日

▼
12
月
13
日
–
ま
で
に
、
履
歴
書

（
写
真
添
付
）を
「
〒
181
―
８
５
５

５
三
鷹
市
役
所
職
員
課
」
へ
郵
送

し
て
申
し
込
む
。
書
類
選
考
後
、

合
格
者
に
対
し
て
の
み
連
絡
し
ま

す
。※

応
募
書
類
は
一
切
返
却
し
ま

せ
ん
。

∞
職
員
課
人
事
研
修
係
ò
内
線

２
２
３
３
〜
２
２
３
５

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５
４

４

■
市
役
所
臨
時
職（
14
人
）

★印の公演には託児サービスが
あります。公演日の２週間前の
同曜日までに、電話で芸術文化
センターへお申し込みくださ
い。料金500円／対象：１歳半
～未就学児／定員10人

11
月
３
日
に
行
わ
れ
た
バ
ザ
U
で
は
多

く
の
方
に
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
収
益
金
の
104
万
５
千
943

円
は
、
園
児
の
育
成
資
金
の
一
部
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

∞
同
学
園
ò
32
―
６
２
３
４

（
敬
称
略
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
愛
の
一
円
玉
募
金

根
岸
　
　
操

老
象
の
鼻
突
き
あ
ぐ
る
秋
の
空
　

谷
口
　
一
郎

蛞な
め

蝓く
じ

に
な
め
く
じ
の
名
の
躍
如
た
り
　

拝
司
　
園
子

茜
さ
す
雲
ひ
き
つ
れ
て
雁
渡
る布

村
　
弘
子

赤
と
ん
ぼ
舟
頭
と
な
り
木
の
葉
舟
　
　

南
　
　
み
ち

赤
と
ん
ぼ
追
ひ
し
郷さ

と

に
て
父
と
な
る
　

岡
田
　
幸さ

ち

子

（
選
者
）
関
口
み
ぐ
さ
・
井
上
弘
・
飯
田

六
斗

◆
三
鷹
俳
句
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
12

月
８
日
À
午
後
１
時
か
ら
駅
前
地
区
公
会

堂
で
例
会
を
開
き
ま
す
。
兼
題
は
「
十
二

月
」
・
「
当
季
雅
詠
」。
資
料
代
１
千
円
、

出
句
４
句
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

く
わ
し
く
は
大
和
谷
宅
ò
46
―
９
８

２
０
へ
。

■
朝
陽
学
園
バ
ザ
ー
の
お
礼

第
３
回
北
多
摩
南
部
地
区
消
費

者
行
政
協
議
会
共
同
啓
発
講
座
。

▽
12
月
14
日
—
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
調
布
市
文
化
会
館
「
た
づ
く

り
」
で
。
講
師
は
漫
画
家
の
赤
星

た
み
こ
さ
ん
。

▼
12
月
２
日
Ã
か
ら
、
消
費
生
活

係
ò
内
線
２
５
４
５
へ
申
し
込

む
。
定
員
100
人
。

◇
５
千
円
　
井
の
頭
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会（
文
化
振
興
の
た
め
に
）

◇
３
千
358
円
　
連
雀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
U
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
U
ナ
U
利
用
者

一
同
　
◇
１
千
511
円
　
三
鷹
駅
前
コ
ミ
セ

ン
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
U
ナ
U
来
場

者
一
同
　
◇
１
万
４
千
円
　
古
切
手
寄
付

者
一
同

◇
５
千
400
円
　
木
付
美
重
子
　
◇
６
千
円

石
井
鉄
男
　
◇
２
千
円
　
吉
野
壽
夫
　
◇

６
千
48
円
　
第
六
地
区
有
志
　
◇
３
万
円
　

井
口
地
区
福
祉
協
力
員
一
同
　
◇
５
千

円
　
三
鷹
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
　
◇
１

万
円
　
明
治
乳
業
新
川
公
団
前
販
売
所

佐
々
木
武
徳
　
◇
２
万
円
　
の
崎
Ｈ
・
Ｙ
　

◇
２
万
円
　
丹
生
末
雄
　
◇
２
万
円

東
京
都
自
転
車
商
協
同
組
合
三
鷹
支
部
　

◇
２
千
円
　
て
の
ひ
ら
の
会
　
君
塚
勝
代
　

◇
１
万
１
千
630
円
　
ケ
ナ
フ
の
会
　
◇

５
千
円
　
吉
野
泰
平
　
◇
４
千
150
円
　
山

梨
靖
子
　
◇
３
千
円
　
江
口
二
美
代
　
◇

３
万
円
　
禅
林
寺
通
り
町
会
リ
サ
イ
ク
ル

ク
ラ
ブ
　
◇
１
万
２
千
円
　
井
口
三
男
　

◇
２
千
円
　
藤
代
敏
子
　
◇
１
万
円
　
本

多
酒
店
　
◇
３
万
４
千
187
円
　
泰
成
商
店

会
　
◇
１
万
円
　
牟
礼
神
明
商
工
会
　
◇

１
千
円
　
五
十
嵐
一
男
　
◇
３
千
円
　
御

手
洗
和
枝
　
◇
６
万
７
千
101
円
　
み
た
か

ス
ポ
U
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
　

◇
１
万
円
　
鈴
木
朝
子
　
◇
９
千
702
円

消
費
者
活
動
セ
ン
タ
U
運
営
協
議
会
事

業
部
生
活
用
品
活
用
市
　
◇
６
万
３
千
900

円
　
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
　
◇
１
万
500

円
　
匿
名
（
５
件
）

◇
１
千
234
円
　
上
二
親
交
ク
ラ
ブ
　
◇
４

千
848
円
　
四
ツ
葉
と
き
わ
ク
ラ
ブ
　
◇
２

千
２
円
　
下
連
愛
寿
会
　
◇
２
千
220
円
　

堀
合
友
の
会
　
◇
５
千
268
円
　
牟
礼
寿
会
　

さ
が
そ
う

仕
事

三
鷹
か
ら

就
職
面
接
会

労
働
・
就
業
出
前
相
談
会

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

◇
１
千
84
円
　
北
野
東
晴
ク
ラ
ブ
　
◇

862
円
　
観
音
寺
　
◇
２
千
113
円
　
上
連
雀

６
丁
目
朋
友
会
　
◇
378
円
　
く
ぬ
ぎ
会
　

◇
８
千
570
円
　
石
井
福
江
◇
430
円
大
沢
松

寿
会
　
◇
１
万
７
千
560
円
　
向
原
あ
ゆ
み

会
リ
サ
イ
ク
ル
グ
ル
U
プ
　
◇
１
千
808
円
　

中
原
三
葉
会
　
◇
200
円
　
三
鷹
駅
前
市

政
窓
口
　
◇
６
千
217
円
　
大
沢
福
寿
会
　

◇
１
千
548
円
　
三
鷹
市
赤
十
字
奉
仕
団
　

◇
５
千
381
円
　
連
雀
ク
ラ
ブ
　
◇
４
千
739

円
　
匿
名
（
２
件
）


